
フ ァ イ ル を 開 い て 実 行 す る に は

【ファイルを開いて実行するには 01】 

デスクトップに作成されたショートカット「流星くん -for 

Mail-」か、 

≪スタート≫→≪プログラム≫→≪流星くん -for Mail-

≫→≪インストール先のフォルダ名≫を選択すると流

星くんのフォルダを呼び出します。

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【ファイルを開いて実行するには 02】 

フォルダには、 

・systemフォルダ 

・ReadMe.txt 

・使用許諾書.rtf 

・流星くん.xls 

が格納されています。流星くん.xlsが作業用ファイルに

なります。 

※ この例では「流星くん.xls」のコピーを作成してい

ます。 

コピーを作成し、コピーしたファイルで作業を行うことを

推奨します。 

※ Excelを起動してから、≪ファイルを開く≫で開いて

も問題ありません。

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る

【ファイルを開いて実行するには 03】 

マクロの実行を有効状態にして開いてください。「流星

くん -for Mail-」を利用する際は、常に『有効』で開いて

ください。 

 

このダイアログがでていない方は、≪Q&A≫を参考

に、マクロのセキュリティをご確認ください。

▲ページの先頭へ ●マニュアルに戻る
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